
沢田勝義氏ブラジル人学校へマスクを寄贈 

 
沢⽥勝義⽒（昭和 47 年度ブラジルポルトガル語学科卒・株式会社⽇本開発サービス取締役会

⻑）は、滋賀県東近江市のブラジル⼈学校⽇本ラチーノ学院に中国から輸⼊したマスク 1,000 枚
を寄贈しました。 
 同⽒は、学⽣時代海外事情研究会に所属して、⽇本学⽣海外移住連盟(学移連)派遣「第⼀次学
⽣総合実習調査団」として 1 年間ブラジルに派遣されました。卒業後は⼀貫してブラジル関係の
業務に従事しています。 

在⽇⽇系ブラジル⼈にも深い関⼼を寄せており、新型コロナウィルス感染拡⼤を憂慮して⽇
系ブラジルはマスクの⼊⼿が困難である現状を鑑み、役に⽴って欲しいと同学院⽣徒にマスク
を寄贈したものです。 
 同⽒は、⽇本学⽣海外移住連盟(学移連)OB 会本部幹事、海外事情研究会 OB 会会⻑を務めて
おり、業務の傍ら⽇ごろからブラジル関係のボランティア活動を⾏って居ります。 
 千葉県我孫⼦市在住の沢⽥⽒に代わり、6 ⽉ 10 ⽇同学院で⾏われたマスクの贈呈式には北⽥
繁⽒（昭和 46 年度英⽶語学科・卒校友会常任幹事）と⾕村昭仁⽒（東京農業⼤卒・学移連 OB
会⻄⽇本⽀部幹事）の両ラチーノ学院専務理事が⽣徒代表にマスクを⼿渡しました。 

6 ⽉ 12 ⽇付けの京都新聞滋賀県版にマスク寄贈の記事が掲載されました。 

 
（引地正之 

      昭和 41 年度英⽶語学科卒・海外事情研究会 OB） 
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